
JP 4983985 B2 2012.7.25

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）バインダーポリマー、（Ｂ）分子内にエチレン性不飽和結合を少なくとも１つ有
する光重合性化合物並びに（Ｃ）光重合開始剤を含有してなる感光性樹脂組成物であって
、
　前記（Ａ）成分としてのバインダーポリマーが２以上のバインダーポリマーからなるも
の、及び／又は、２．５～６．０の分散度を有するものであり、
　前記（Ｂ）成分としての光重合性化合物が、下記一般式（Ｉ）で表される化合物、下記
一般式（ＩＩ）で表される化合物、及び、下記一般式（ＩＩＩ）で表される化合物から選
ばれる少なくとも１種のポリアルキレングリコールジ（メタ）アクリレートを含むもので
ある、感光性樹脂組成物。
【化１】

［式中、２つのＲは各々独立に水素原子又は炭素数１～３のアルキル基を示し、ＥＯはエ
チレングリコール鎖を示し、ＰＯはプロピレングリコール鎖を示し、ｍ１、ｍ２及びｎ１

は各々独立に１～３０の整数である。］
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【化２】

［式中、２つのＲは各々独立に水素原子又は炭素数１～３のアルキル基を示し、ＥＯはエ
チレングリコール鎖を示し、ＰＯはプロピレングリコール鎖を示し、ｍ３、ｎ２及びｎ３

は各々独立に１～３０の整数である。］

【化３】

［式中、２つのＲは各々独立に水素原子又は炭素数１～３のアルキル基を示し、ＥＯはエ
チレングリコール鎖を示し、ＰＯはプロピレングリコール鎖を示し、ｍ４及びｎ４は各々
独立に１～３０の整数である。］
【請求項２】
　（Ａ）バインダーポリマー、（Ｂ）分子内にエチレン性不飽和結合を少なくとも１つ有
する光重合性化合物並びに（Ｃ）光重合開始剤を含有してなる感光性樹脂組成物であって
、
　前記（Ａ）成分としてのバインダーポリマーが２以上のバインダーポリマーからなるも
の、及び／又は、２．５～６．０の分散度を有するものであり、
　前記（Ｂ）成分としての光重合性化合物が、分子内にエチレングリコール鎖と炭素数３
～６のアルキレングリコール鎖とを少なくとも各々１つ有するポリアルキレングリコール
ジ（メタ）アクリレートと、２，２－ビス（４－（（メタ）アクリロキシポリエトキシ）
フェニル）プロパンとを含むものである、感光性樹脂組成物。
【請求項３】
　前記（Ｂ）成分としての光重合性化合物が、９００以上の分子量を有するものである、
請求項１又は２に記載の感光性樹脂組成物。
【請求項４】
　前記（Ａ）成分としてのバインダーポリマーが、スチレン及びスチレン誘導体からなる
群から選択されるいずれかを必須の共重合成分として含有するものである、請求項１～３
のうちのいずれかに記載の感光性樹脂組成物。
【請求項５】
　前記（Ｃ）成分としての光重合開始剤が、２，４，５－トリアリールイミダゾール二量
体を必須成分として含有するものである、請求項１～４のうちのいずれかに記載の感光性
樹脂組成物。
【請求項６】
　請求項１～５のうちのいずれかに記載の感光性樹脂組成物を支持体上に塗布、乾燥して
なる感光性エレメント。
【請求項７】
　請求項６に記載の感光性エレメントを回路形成用基板上に感光性樹脂組成物層が密着す
るようにして積層し、活性光線を画像状に照射し、露光部を光硬化させ、未露光部を現像
により除去する、レジストパターンの製造法。
【請求項８】
　請求項７に記載のレジストパターンの製造法によりレジストパターンが形成された回路
形成用基板に対してエッチング処理又はめっき処理を施す、プリント配線板の製造法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、感光性樹脂組成物、これを用いた感光性エレメント、レジストパターンの製
造法及びプリント配線板の製造法に関する。
【発明の概要】
【０００２】
　従来、プリント配線板の製造分野において、エッチング、めっき等に用いられるレジス
ト材料としては、感光性樹脂組成物及びそれに支持体と保護フィルムを用いて得られる感
光性エレメントが広く用いられている。
【０００３】
　プリント配線板の製造法には、テンティング法とめっき法という二つの方法がある。テ
ンティング法は、層間接続のための銅スルーホールをレジストで保護し、エッチング、レ
ジスト剥離を経て、電気回路形成を行う方法であるのに対して、めっき法は、電気めっき
によってスルーホールに銅を析出させ、半田めっきで保護し、レジスト剥離、エッチング
によって電気回路の形成を行う方法である。
【０００４】
　テンティング法は、めっき法と比較すると脱脂、基板洗浄、酸洗浄、活性化などの諸工
程がなく、強酸性又は強塩基性の水溶液にレジストが長時間接触しないため、プリント配
線板の製造上不必要なトラブルが避けられ、かつ工程が単純になるので工業上有用である
。
【０００５】
　このようなテンティング法によって電気回路の形成を行う場合、感光性樹脂組成物に要
求される特性は、（ｉ）現像液や水洗のスプレ圧に耐えうる充分な膜強度を有すること、
（ｉｉ）エッチングの際所望のライン幅を得るのに良好なレジスト形状となること、（ｉ
ｉｉ）剥離の際の剥離片が微細であること、等である。通常剥離は自動剥離機にて行われ
るが、剥離片が大きいと剥離機のロールに剥離片が絡まり著しく作業性を低下させるのみ
ならず、剥離片が清浄な基板上に再付着する可能性も有るため、剥離片は微細であること
が望ましい。また、レジスト形状はレジストと銅面との界面部分のレジスト壁に空洞がな
くレジストが垂直であることがライン精度の点から望ましい。レジスト形状が台形であれ
ば、解像度の点で高解像度化に支障をきたし、逆台形であれば銅面との接触面積が相対的
に小さくなり、エッチング時のレジストの密着性を低下させることになる。
【０００６】
　特にアルカリ現像形感光性樹脂組成物の場合、剥離片の大きさ、レジスト形状、テント
膜強度は感光性樹脂組成物に用いるバインダーポリマーの組成又は分子量によって決定さ
れ、剥離片はバインダーポリマーの低分子量化及び組成の親水性化に伴い小さくなる傾向
にある。一方、レジスト形状は、バインダーポリマーの低分子量化及び組成の親水性化に
伴い悪化する傾向にあり、レジストのサイドウォールに空洞が見られるようになる。また
、テント膜強度は、バインダーポリマーの低分子量化及び組成の親水性化に伴い低下する
傾向にあり、現像液や水洗のスプレ圧によりテント膜の破れが発生しやすくなる。
【０００７】
　そのため、従来は、良好なレジスト形状と高いテント膜強度とを有し、且つ剥離片が微
細となる感光性樹脂組成物は未だ供給されるに至っていない。従って、従来は、例えば良
好なレジスト形状と高いテント膜強度とを有している感光性樹脂組成物を選択した場合で
あっても、剥離片が大きくなりロールに絡みつきやすいため、１日に数度ロールから剥離
片を除去する必要があるというのが現状である。
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は上記従来技術の有する課題に鑑みてなされたものであり、レジスト形状、テン
ト信頼性及び剥離性の全てがバランス良く優れており、プリント配線の高密度化及びプリ
ント配線板製造の自動化に有用な感光性樹脂組成物及び感光性エレメントを提供すること
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を目的とする。
【０００９】
　また、本発明は、レジスト形状、テント信頼性及び剥離性の全ての特性がバランス良く
優れている感光性樹脂組成物又は感光性エレメントを用い、プリント配線の更なる高密度
化及びプリント配線板製造のより効率的な自動化を可能とするレジストパターンの製造法
及びプリント配線板の製造法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは上記目的を達成すべく鋭意研究を重ねた結果、（Ａ）バインダーポリマー
、（Ｂ）分子内にエチレン性不飽和結合を少なくとも１つ有する光重合性化合物並びに（
Ｃ）光重合開始剤を含有してなる感光性樹脂組成物において、前記バインダーポリマーと
して２以上のバインダーポリマーからなるもの、及び／又は、２．５～６．０の分散度を
有するものを用い、且つ前記光重合性化合物として、分子内にエチレングリコール鎖と炭
素数３～６のアルキレングリコール鎖とを少なくとも各々１つ有するポリアルキレングリ
コールジ（メタ）アクリレートを含むものを用いることによって上記課題が解決されるこ
とを見出し、本発明を完成するに至った。
【００１１】
　更に、本発明の感光性エレメントは、上記本発明の感光性樹脂組成物を支持体上に塗布
、乾燥してなるものである。
【００１２】
　また、本発明のレジストパターンの製造法は、上記本発明の感光性エレメントを回路形
成用基板上に感光性樹脂組成物層が密着するようにして積層し、活性光線を画像状に照射
し、露光部を光硬化させ、未露光部を現像により除去する方法である。
【００１３】
　更に、本発明のプリント配線板の製造法は、上記本発明のレジストパターンの製造法に
よりレジストパターンが形成された回路形成用基板に対してエッチング処理又はめっき処
理を施す方法である。
【００１４】
　本発明においては、ポリアルキレングリコールジ（メタ）アクリレートは、下記一般式
（Ｉ）で表される化合物、下記一般式（ＩＩ）で表される化合物、及び、下記一般式（Ｉ
ＩＩ）で表される化合物から選ばれる少なくとも１種を含むことが好ましい。
【化１】

　式中、２つのＲは各々独立に水素原子又は炭素数１～３のアルキル基を示し、ＥＯはエ
チレングリコール鎖を示し、ＰＯはプロピレングリコール鎖を示し、ｍ１、ｍ２及びｎ１

は各々独立に１～３０の整数である。
【化２】

　式中、２つのＲは各々独立に水素原子又は炭素数１～３のアルキル基を示し、ＥＯはエ
チレングリコール鎖を示し、ＰＯはプロピレングリコール鎖を示し、ｍ３、ｎ２及びｎ３
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は各々独立に１～３０の整数である。
【化３】

　式中、２つのＲは各々独立に水素原子又は炭素数１～３のアルキル基を示し、ＥＯはエ
チレングリコール鎖を示し、ＰＯはプロピレングリコール鎖を示し、ｍ４及びｎ４は各々
独立に１～３０の整数である。
【００１５】
　更に、本発明においては、前記（Ｂ）成分としての光重合性化合物が、９００以上の分
子量を有するものであること、が好ましく、前記（Ｂ）成分としての光重合性化合物が、
２，２－ビス（４－（（メタ）アクリロキシポリエトキシ）フェニル）プロパンをさらに
含んでもよい。
【００１６】
　更に、本発明においては、前記（Ａ）成分としてのバインダーポリマーが、スチレン及
びスチレン誘導体からなる群から選択されるいずれかを必須の共重合成分として含有する
ものであることが好ましい。
【００１７】
　更に、本発明においては、前記（Ｃ）成分としての光重合開始剤が、２，４，５－トリ
アリールイミダゾール二量体を必須成分として含有するものであることが好ましい。
【００１８】
　本出願は日本国出願 特願２０００－１８７８１９号に基づく優先権を主張をするもの
であり、この出願の明細書を参照として本出願明細書に組み込む。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、レジスト形状、テント信頼性及び剥離性の全てがバランス良く優れて
おり、プリント配線の高密度化及びプリント配線板製造の自動化に有用な感光性樹脂組成
物及び感光性エレメントを提供することができる。また、本発明によれば、当該感光性樹
脂組成物又は感光性エレメントを用い、プリント配線の更なる高密度化及びプリント配線
板製造のより効率的な自動化を可能とするレジストパターンの製造法及びプリント配線板
の製造法を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明について詳細に説明する。なお、本発明における（メタ）アクリル酸とは
アクリル酸及びそれに対応するメタクリル酸を意味し、（メタ）アクリレートとはアクリ
レート及びそれに対応するメタクリレートを意味し、（メタ）アクリロイル基とはアクリ
ロイル基及びそれに対応するメタクリロイル基を意味する。
【００２１】
　本発明の第一の感光性樹脂組成物の特徴は、（Ａ）バインダーポリマー、（Ｂ）分子内
にエチレン性不飽和結合を少なくとも１つ有する光重合性化合物並びに（Ｃ）光重合開始
剤を含有してなる感光性樹脂組成物であって、前記（Ａ）成分としてのバインダーポリマ
ーが２以上のバインダーポリマーからなるものであり、前記（Ｂ）成分としての光重合性
化合物が分子内にエチレングリコール鎖と炭素数３～６のアルキレングリコール鎖からな
る群から選択されるアルキレングリコール鎖とを少なくとも各々１つ有することである。
【００２２】
　また、本発明の第二の感光性樹脂組成物の特徴は、（Ａ）バインダーポリマー、（Ｂ）
分子内にエチレン性不飽和結合を少なくとも１つ有する光重合性化合物並びに（Ｃ）光重
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合開始剤を含有してなる感光性樹脂組成物であって、前記（Ａ）成分としてのバインダー
ポリマーが２．５～６．０の分散度を有するものであり、前記（Ｂ）成分としての光重合
性化合物が分子内にエチレングリコール鎖と炭素数３～６のアルキレングリコール鎖から
なる群から選択されるアルキレングリコール鎖とを少なくとも各々１つ有することである
。
【００２３】
　先ず、本発明に係る（Ａ）成分としてのバインダーポリマーについて説明する。
【００２４】
　前記第一の感光性樹脂組成物の（Ａ）成分としてのバインダーポリマーに係る２以上の
バインダーポリマーとは、２種類以上のバインダーポリマーの組み合わせであれば特に制
限はなく、２～４種類のバインダーポリマーの組み合わせであることが好ましく、２～３
種類のバインダーポリマーの組み合わせであることがより好ましく、２種類のバインダー
ポリマーの組み合わせであることが特に好ましい。２以上（２種類以上）のバインダーポ
リマーとしては、例えば、共重合成分が異なる２種類以上のバインダーポリマー、重量平
均分子量が異なる２種類以上のバインダーポリマー、分散度が異なる２種類以上のバイン
ダーポリマー等が挙げられる。前記バインダーポリマーが単一のバインダーポリマーから
なるものである場合、後述するように分散度が２．５～６．０でない限り、得られる感光
性樹脂組成物はレジスト形状、テント信頼性、剥離性のうちの少なくとも一つの特性が劣
ることとなる。他方、前記バインダーポリマーが２以上のバインダーポリマーからなるも
のである場合、レジスト形状、テント信頼性及び剥離性の全ての特性がバランス良く優れ
た感光性樹脂組成物が得られ、また、後述する分散度が２．５～６．０のバインダーポリ
マーを効率良く且つ確実に得ることが可能となる。
【００２５】
　上記重量平均分子量が異なる２種類のバインダーポリマーとしては、例えば、重量平均
分子量１０，０００～７５，０００程度のバインダーポリマーと重量平均分子量８０，０
００～２００，０００程度のバインダーポリマーとの組み合わせが好ましく挙げられる。
なお、本発明において、重量平均分子量とは、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー
によって測定し、標準ポリスチレンの検量線を用いて換算した値である。
【００２６】
　また、上記共重合成分が異なる２種類のバインダーポリマーとしては、例えば、下記共
重合体Ａ同士のブレンド、下記共重合体Ｂ同士のブレンド、下記共重合体Ａと共重合体Ｂ
とのブレンドが好ましく挙げられる。
【００２７】
　共重合体Ａ：（メタ）アクリル酸と１種類以上の（メタ）アクリル酸アルキルエステル
との共重合体
　共重合体Ｂ：（メタ）アクリル酸と１種類以上の（メタ）アクリル酸アルキルエステル
とスチレンとの共重合体 更に、上記分散度が異なる２種類のバインダーポリマーとして
は、例えば、分散度１．５～２．５のバインダーポリマーと分散度３．５～４．５のバイ
ンダーポリマーとの組み合わせが好ましく挙げられる。
【００２８】
　前記第二の感光性樹脂組成物の（Ａ）成分としてのバインダーポリマーの分散度は２．
５～６．０であれば特に制限はなく、２．７～６．０であることが好ましく、３．０～６
．０であることがより好ましく、３．０～５．５であることが特に好ましく、３．０～５
．０であることが非常に好ましく、３．０～４．５であることが極めて好ましく、３．０
～４．０であることが非常に極めて好ましい。本発明に係るバインダーポリマーの分散度
が上記下限未満ではテント信頼性と剥離性との両立が困難（特に剥離性が悪化）となり、
他方、上記上限を超えるとテント信頼性と解像度が悪化する。
【００２９】
　なお、本発明における分散度とは、重量平均分子量／数平均分子量の値のことであり、
重量平均分子量及び数平均分子量は、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー法により
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測定され、標準ポリスチレンを用いて作成した検量線により換算されたものである。
【００３０】
　上記分散度が２．５～６．０のバインダーポリマーは、例えば、重量平均分子量の異な
る２種類以上のバインダーポリマー（好ましくは、重量平均分子量１０，０００～７５，
０００程度のバインダーポリマーと重量平均分子量８０，０００～２００，０００程度の
バインダーポリマー）を混ぜ合わせることにより得ることができる。また、特開平１１－
３２７１３７号公報記載のマルチモード分子量分布を有するポリマーを使用することによ
り、１種類のバインダーポリマーにおける分散度を２．５～６．０に調整することもでき
る。
【００３１】
　前記バインダーポリマーとしては、例えば、アクリル系樹脂、スチレン系樹脂、エポキ
シ系樹脂、アミド系樹脂、アミドエポキシ系樹脂、アルキド系樹脂、フェノール系樹脂等
が挙げられる。アルカリ現像性の見地からは、アクリル系樹脂が好ましい。これらは単独
で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００３２】
　前記バインダーポリマーは、例えば、重合性単量体をラジカル重合させることにより製
造することができる。
【００３３】
　上記重合性単量体としては、例えば、スチレン、ビニルトルエン、α－メチルスチレン
、ｐ－メチルスチレン、ｐ－エチルスチレン、ｐ－メトキシスチレン、ｐ－エトキシスチ
レン、ｐ－クロロスチレン、ｐ－ブロモスチレン等の重合可能なスチレン誘導体、アクリ
ルアミド、アクリロニトリル、ビニル－ｎ－ブチルエーテル等のビニルアルコールのエス
テル類、（メタ）アクリル酸アルキルエステル、（メタ）アクリル酸テトラヒドロフルフ
リルエステル、（メタ）アクリル酸ジメチルアミノエチルエステル、（メタ）アクリル酸
ジエチルアミノエチルエステル、（メタ）アクリル酸グリシジルエステル、２，２，２－
トリフルオロエチル（メタ）アクリレート、２，２，３，３－テトラフルオロプロピル（
メタ）アクリレート、（メタ）アクリル酸、α－ブロモ（メタ）アクリル酸、α－クロル
（メタ）アクリル酸、β－フリル（メタ）アクリル酸、β－スチリル（メタ）アクリル酸
、マレイン酸、マレイン酸無水物、マレイン酸モノメチル、マレイン酸モノエチル、マレ
イン酸モノイソプロピル等のマレイン酸モノエステル、フマール酸、ケイ皮酸、α－シア
ノケイ皮酸、イタコン酸、クロトン酸、プロピオール酸などが挙げられる。これらは単独
で又は２種類以上を組み合わせて使用される。
【００３４】
　上記（メタ）アクリル酸アルキルエステルとしては、例えば、下記一般式：
Ｈ２Ｃ＝Ｃ（Ｒ１）－ＣＯＯＲ２

（式中、Ｒ１は水素原子又はメチル基を示し、Ｒ２は炭素数１～１２のアルキル基を示す
）で表される化合物、これらの化合物のアルキル基に水酸基、エポキシ基、ハロゲン基等
が置換した化合物が挙げられる。この一般式中のＲ２で示される炭素数１～１２のアルキ
ル基としては、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、
ヘプチル基、オクチル基、ノニル基、デシル基、ウンデシル基、ドデシル基及びそれらの
構造異性体が挙げられる。
【００３５】
　上記（メタ）アクリル酸アルキルエステルとしては、例えば、（メタ）アクリル酸メチ
ル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸プロピル、（メタ）アクリル酸ブチ
ル、（メタ）アクリル酸ペンチル、（メタ）アクリル酸ヘキシル、（メタ）アクリル酸ヘ
プチル、（メタ）アクリル酸オクチル、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、これら
の構造異性体等が挙げられる。これらは単独で又は２種以上を組み合わせて用いることが
できる。
【００３６】
　前記（Ａ）成分としてのバインダーポリマーは、アルカリ現像性の見地から、少なくと
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も１種類のバインダーポリマーにカルボキシル基を含有させることが好ましく、全てのバ
インダーポリマーにカルボキシル基を含有させることがより好ましい。カルボキシル基を
有するバインダーポリマーは、例えば、カルボキシル基を有する重合性単量体とその他の
重合性単量体とをラジカル重合させることにより製造することができる。上記カルボキシ
ル基を有する重合性単量体としては、メタクリル酸が好ましい。
【００３７】
　また、前記（Ａ）成分としてのバインダーポリマーは、可とう性の見地から、少なくと
も１種類のバインダーポリマーにスチレン又はスチレン誘導体を重合性単量体として含有
することが好ましい。上記スチレン又はスチレン誘導体を共重合成分として含有し、密着
性及び剥離特性を共に良好にするには、バインダーポリマーの共重合成分総量に対してス
チレン又はスチレン誘導体を０．１～４０重量％含むことが好ましく、１～２８重量％含
むことがより好ましく、１．５～２７重量％含むことが特に好ましい。この含有量が０．
１重量％未満では密着性が劣る傾向があり、他方、４０重量％を超えると剥離片が大きく
なり、剥離時間が長くなる傾向がある。
【００３８】
　前記（Ａ）成分としてのバインダーポリマー全体におけるカルボキシル基含有率（使用
する全重合性単量体に対するカルボキシル基を有する重合性単量体の割合）は、アルカリ
現像性とアルカリ耐性のバランスの見地から、１２～５０重量％であることが好ましく、
１２～４０重量％であることがより好ましく、１５～３０重量％であることが特に好まし
く、１５～２５重量％であることが極めて好ましい。このカルボキシル基含有率が１２重
量％未満ではアルカリ現像性が劣る傾向があり、他方、５０重量％を超えるとアルカリ耐
性が劣る傾向がある。
【００３９】
　前記（Ａ）成分としてのバインダーポリマー全体の重量平均分子量は、機械強度及びア
ルカリ現像性のバランスの見地から、２０，０００～３００，０００であることが好まし
く、４０，０００～２００，０００であることがより好ましく、６０，０００～１２０，
０００であることが特に好ましい。この重量平均分子量が２０，０００未満では機械強度
が劣る傾向があり、他方、３００，０００を超えるとアルカリ現像性が劣る傾向がある。
【００４０】
　次に、本発明に係る（Ｂ）成分としての光重合性化合物について説明する。
【００４１】
　本発明の感光性樹脂組成物においては、（Ｂ）成分として分子内にエチレン性不飽和結
合を少なくとも１つ有する光重合性化合物を含有しており、その光重合性化合物は分子内
にエチレングリコール鎖と炭素数３～６のアルキレングリコール鎖からなる群から選択さ
れるアルキレングリコール鎖とを少なくとも各々１つ有するものである。
【００４２】
　本発明に係る炭素数３～６のアルキレングリコール鎖としては、例えば、プロピレング
リコール鎖（ｎ－プロピレングリコール鎖又はイソプロピレングリコール鎖）、ｎ－ブチ
レングリコール鎖、イソブチレングリコール鎖、ｎ－ペンチレングリコール鎖、ヘキシレ
ングリコール鎖、これらの構造異性体等が挙げられ、疎水性のバランス、入手容易性など
の見地からプロピレングリコール鎖であることが好ましい。
【００４３】
　本発明に係る光重合性化合物は分子内にエチレン性不飽和結合を少なくとも１つ有する
が、テンティング性、剥離性の観点から２以上が好ましく、２であることが特に好ましい
。
【００４４】
　また、前記分子内にエチレングリコール鎖及びプロピレングリコール鎖を少なくとも各
々１つ有する光重合性化合物としては、分子内にエチレングリコール鎖及びプロピレング
リコール鎖を少なくとも各々１つ有していれば特に制限が無く、例えば、分子内にエチレ
ングリコール鎖及びプロピレングリコール鎖を少なくとも各々１つ有するポリアルキレン
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グリコールジ（メタ）アクリレート、分子内にエチレングリコール鎖及びプロピレングリ
コール鎖を少なくとも各々１つ有する２，２－ビス（４－（（メタ）アクリロキシポリア
ルコキシ）フェニル）プロパン、分子内にエチレングリコール鎖及びプロピレングリコー
ル鎖を少なくとも各々１つ有するウレタン結合を有する（メタ）アクリレート化合物、分
子内にエチレングリコール鎖及びプロピレングリコール鎖を少なくとも各々１つ有するト
リメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート化合物等が挙げられ、中でも、分子内に
エチレングリコール鎖及びプロピレングリコール鎖を少なくとも各々１つ有するポリアル
キレングリコールジ（メタ）アクリレート又は分子内にエチレングリコール鎖及びプロピ
レングリコール鎖を少なくとも各々１つ有する２，２－ビス（４－（（メタ）アクリロキ
シポリアルコキシ）フェニル）プロパンであることが好ましい。光重合性化合物としてこ
れらのものを用いることにより、密着性、解像度、テント信頼性、剥離性等の特性バラン
スが特に優れることとなる傾向にある。これらは単独で又は２種類以上を組み合わせて使
用される。
【００４５】
　前記分子内にエチレングリコール鎖と炭素数３～６のアルキレングリコール鎖からなる
群から選択されるアルキレングリコール鎖とを少なくとも各々１つ有する光重合性化合物
は、分子内のアルキレングリコール鎖として、エチレングリコール鎖と炭素数３～６のア
ルキレングリコール鎖からなる群から選択されるアルキレングリコール鎖との双方を有し
ていれば特に制限はなく、エチレングリコール鎖及びプロピレングリコール鎖（ｎ－プロ
ピレングリコール鎖又はイソプロピレングリコール鎖）の双方を有していることが好まし
い。また、エチレングリコール鎖及びプロピレングリコール鎖に加えてさらにｎ－ブチレ
ングリコール鎖、イソブチレングリコール鎖、ｎ－ペンチレングリコール鎖、ヘキシレン
グリコール鎖、これらの構造異性体等の炭素数４～６程度のアルキレングリコール鎖を有
していてもよい。
【００４６】
　また、前記光重合性化合物（好ましくはポリアルキレングリコールジ（メタ）アクリレ
ート）におけるアルキレングリコール鎖の繰り返し単位の総数は５～３０の整数であるこ
とが好ましく、８～２３の整数であることがより好ましく、１０～１５の整数であること
が特に好ましい。この総数が５未満ではテント信頼性が悪化する傾向があり、他方、３０
を超えると密着性、解像度、レジスト形状が悪化する傾向がある。
【００４７】
　更に、本発明においては、前記（Ｂ）成分として炭素数２～６のアルキレングリコール
のユニット数が１５以上である光重合性化合物を用いることが好ましい。この炭素数は、
テンティング性及び現像液汚染の観点から２～６が好ましいが、２～５がより好ましく、
２又は３が特に好ましい。また、前記ユニット数、すなわち炭素数２～６のアルキレング
リコール鎖の繰り返し単位の総数は１５～３０の整数であることが好ましく、１５～２５
の整数であることがより好ましく、１５～２０の整数であることが特に好ましい。前記ユ
ニット数が１５未満ではテンティング性（テント信頼性）が劣り、剥離時間が長くなる傾
向があり、他方、３０を超えると密着性、解像度、レジスト形状が悪化する傾向がある。
【００４８】
　また、本発明においては、前記（Ｂ）成分として９００以上の分子量を有する光重合性
化合物を用いることが好ましく、係る光重合性化合物の分子量はより好ましくは９００～
２５００、特に好ましくは１０００～１５００である。この分子量が９００未満ではテン
ティング性及び感度が劣り、剥離時間が長くなる傾向がある。
【００４９】
　また、上記エチレングリコール鎖と炭素数３～６のアルキレングリコール鎖からなる群
から選択されるアルキレングリコール鎖（好ましくはプロピレングリコール鎖）とが複数
である場合、複数のエチレングリコール鎖及びアルキレングリコール鎖は各々連続してブ
ロック的に存在する必要性はなく、ランダム的に存在してもよい。また、前記イソプロピ
レングリコール鎖において、プロピレン基の２級炭素が酸素原子に結合していてもよく、
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【００５０】
　前記分子内にエチレングリコール鎖及びプロピレングリコール鎖を少なくとも各々１つ
有するポリアルキレングリコールジ（メタ）アクリレートとしては、例えば、下記一般式
（Ｉ）：
【化４】

（式中、２つのＲは各々独立に水素原子又は炭素数１～３のアルキル基を示し、ＥＯはエ
チレングリコール鎖を示し、ＰＯはプロピレングリコール鎖を示し、ｍ１、ｍ２及びｎ１

は各々独立に１～３０の整数である）で表される化合物、下記一般式（ＩＩ）：

【化５】

（式中、２つのＲは各々独立に水素原子又は炭素数１～３のアルキル基を示し、ＥＯはエ
チレングリコール鎖を示し、ＰＯはプロピレングリコール鎖を示し、ｍ３、ｎ２及びｎ３

は各々独立に１～３０の整数である）で表される化合物、下記一般式（ＩＩＩ）：
【化６】

（式中、２つのＲは各々独立に水素原子又は炭素数１～３のアルキル基を示し、ＥＯはエ
チレングリコール鎖を示し、ＰＯはプロピレングリコール鎖を示し、ｍ４及びｎ４は各々
独立に１～３０の整数である）で表される化合物等が挙げられる。これらは単独で又は２
種類以上を組み合わせて使用される。
【００５１】
　前記分子内にエチレングリコール鎖及びプロピレングリコール鎖を少なくとも各々１つ
有する２，２－ビス（４－（（メタ）アクリロキシポリアルコキシ）フェニル）プロパン
としては、例えば、下記一般式（ＩＶ）：
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【化７】

（式中、２つのＲは各々独立に水素原子又は炭素数１～３のアルキル基を示し、ＥＯはエ
チレングリコール鎖を示し、ＰＯはプロピレングリコール鎖を示し、ｍ５、ｍ６、ｎ５及
びｎ６は各々独立に１～３０の整数である）で表される化合物等が挙げられる。
【００５２】
　上記一般式（Ｉ）、一般式（ＩＩ）、一般式（ＩＩＩ）及び一般式（ＩＶ）における炭
素数１～３のアルキル基としては、例えば、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、イソ
プロピル基等が挙げられる。
【００５３】
　上記一般式（Ｉ）、一般式（ＩＩ）、一般式（ＩＩＩ）及び一般式（ＩＶ）におけるエ
チレングリコール鎖の繰り返し数の総数（ｍ１＋ｍ２、ｍ３、ｍ４及びｍ５＋ｍ６）は各
々独立に１～３０の整数であり、１～１０の整数であることが好ましく、４～９の整数で
あることがより好ましく、５～８の整数であることが特に好ましい。この繰り返し数が３
０を超えるとテント信頼性及びレジスト形状が悪化する傾向がある。
【００５４】
　上記一般式（Ｉ）、一般式（ＩＩ）、一般式（ＩＩＩ）及び一般式（ＩＶ）におけるプ
ロピレングリコール鎖の繰り返し数の総数（ｎ１、ｎ２＋ｎ３、ｎ４及びｎ５＋ｎ６）は
各々独立に１～３０の整数であり、５～２０の整数であることが好ましく、８～１６の整
数であることがより好ましく、１０～１４の整数であることが特に好ましい。この繰り返
し数が３０を超えると解像度が悪化し、スカム（現像液汚染）が発生する傾向がある。
【００５５】
　前記一般式（Ｉ）で表される化合物の具体例としては、例えば、Ｒ＝メチル基、ｍ１＋
ｍ２＝４（平均値）、ｎ１＝１２（平均値）であるビニル化合物（日立化成工業（株）製
、商品名ＦＡ－０２３Ｍ）等が挙げられる。
【００５６】
　前記一般式（ＩＩ）で表される化合物の具体例としては、例えば、Ｒ＝メチル基、ｍ３

＝６（平均値）、ｎ２＋ｎ３＝１２（平均値）であるビニル化合物（日立化成工業（株）
製、商品名ＦＡ－０２４Ｍ）、Ｒ＝水素原子、ｍ３＝２（平均値）、ｎ２＋ｎ３＝４（平
均値）であるビニル化合物（第一工業製薬（株）製、商品名ＥＰ－２２）等が挙げられる
。
【００５７】
　前記一般式（ＩＩＩ）で表される化合物の具体例としては、例えば、Ｒ＝水素原子、ｍ
４＝１（平均値）、ｎ４＝９（平均値）であるビニル化合物（新中村化学工業（株）製、
サンプル名ＮＫエステルＨＥＭＡ－９Ｐ）、Ｒ＝水素原子、ｍ４＝１０（平均値）、ｎ４

＝７（平均値）であるビニル化合物（新中村化学工業（株）製、商品名ＡＰＧ－４００－
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１０Ｅ）、Ｒ＝水素原子、ｍ４＝５（平均値）、ｎ４＝７（平均値）であるビニル化合物
（新中村化学工業（株）製、商品名ＡＰＧ－４００－５Ｅ）、Ｒ＝水素原子、ｍ４＝３（
平均値）、ｎ４＝７（平均値）であるビニル化合物（新中村化学工業（株）製、商品名Ａ
ＰＧ－４００－３Ｅ）、Ｒ＝水素原子、ｍ４＝１（平均値）、ｎ４＝７（平均値）である
ビニル化合物（新中村化学工業（株）製、商品名ＡＰＧ－４００－１Ｅ）等が挙げられる
。
【００５８】
　前記一般式（ＩＶ）で表される２，２－ビス（４－（（メタ）アクリロキシポリエトキ
シポリプロポキシ）フェニル）プロパンとしては、例えば、２，２－ビス（４－（（メタ
）アクリロキシジエトキシオクタプロポキシ）フェニル）プロパン、２，２－ビス（４－
（（メタ）アクリロキシテトラエトキシテトラプロポキシ）フェニル）プロパン、２，２
－ビス（４－（（メタ）アクリロキシヘキサエトキシヘキサプロポキシ）フェニル）プロ
パン等が挙げられる。これらは単独で又は２種類以上を組み合わせて使用される。
【００５９】
　分子内にエチレングリコール鎖及びプロピレングリコール鎖を少なくとも各々１つ有す
る光重合性化合物以外の光重合性化合物としては、例えば、多価アルコールにα、β－不
飽和カルボン酸を反応させて得られる化合物、２，２－ビス（４－（（メタ）アクリロキ
シポリエトキシ）フェニル）プロパン、２，２－ビス（４－（（メタ）アクリロキシポリ
プロポキシ）フェニル）プロパン等のビスフェノールＡ系（メタ）アクリレート化合物、
グリシジル基含有化合物にα、β－不飽和カルボン酸を反応させて得られる化合物、ウレ
タン結合を有する（メタ）アクリレート化合物等のウレタンモノマー、γ－クロロ－β－
ヒドロキシプロピル－β’－（メタ）アクリロイルオキシエチル－ｏ－フタレート、β－
ヒドロキシエチル－β’－（メタ）アクリロイルオキシエチル－ｏ－フタレート、β－ヒ
ドロキシプロピル－β’－（メタ）アクリロイルオキシエチル－ｏ－フタレート、（メタ
）アクリル酸アルキルエステル等が挙げられるが、ビスフェノールＡ系（メタ）アクリレ
ート化合物又はウレタン結合を有する（メタ）アクリレート化合物を必須成分とすること
が好ましい。これらは単独で又は２種類以上を組み合わせて使用される。
【００６０】
　上記２，２－ビス（４－（（メタ）アクリロキシポリエトキシ）フェニル）プロパンと
しては、例えば、２，２－ビス（４－（（メタ）アクリロキシジエトキシ）フェニル）プ
ロパン、２，２－ビス（４－（（メタ）アクリロキシトリエトキシ）フェニル）プロパン
、２，２－ビス（４－（（メタ）アクリロキシテトラエトキシ）フェニル）プロパン、２
，２－ビス（４－（（メタ）アクリロキシペンタエトキシ）フェニル）プロパン、２，２
－ビス（４－（（メタ）アクリロキシヘキサエトキシ）フェニル）プロパン、２，２－ビ
ス（４－（（メタ）アクリロキシヘプタエトキシ）フェニル）プロパン、２，２－ビス（
４－（（メタ）アクリロキシオクタエトキシ）フェニル）プロパン、２，２－ビス（４－
（（メタ）アクリロキシノナエトキシ）フェニル）プロパン、２，２－ビス（４－（（メ
タ）アクリロキシデカエトキシ）フェニル）プロパン、２，２－ビス（４－（（メタ）ア
クリロキシウンデカエトキシ）フェニル）プロパン、２，２－ビス（４－（（メタ）アク
リロキシドデカエトキシ）フェニル）プロパン、２，２－ビス（４－（（メタ）アクリロ
キシトリデカエトキシ）フェニル）プロパン、２，２－ビス（４－（（メタ）アクリロキ
シテトラデカエトキシ）フェニル）プロパン、２，２－ビス（４－（（メタ）アクリロキ
シペンタデカエトキシ）フェニル）プロパン、２，２－ビス（４－（（メタ）アクリロキ
シヘキサデカエトキシ）フェニル）プロパン等が挙げられ、２，２－ビス（４－（メタク
リロキシペンタエトキシ）フェニル）プロパンは、ＢＰＥ－５００（新中村化学工業（株
）製、製品名）として商業的に入手可能であり、２，２－ビス（４－（メタクリロキシペ
ンタデカエトキシ）フェニル）プロパンは、ＢＰＥ－１３００（新中村化学工業（株）製
、製品名）として商業的に入手可能である。これらは単独で又は２種類以上を組み合わせ
て使用される。
【００６１】
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　次に、本発明に係る（Ｃ）成分としての光重合開始剤について説明する。
【００６２】
　前記（Ｃ）成分としての光重合開始剤としては、例えば、ベンゾフェノン、Ｎ，Ｎ’－
テトラメチル－４，４’－ジアミノベンゾフェノン（ミヒラーケトン）等のＮ，Ｎ’－テ
トラアルキル－４，４’－ジアミノベンゾフェノン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ
－１－（４－モルホリノフェニル）－ブタノン－１，２－メチル－１－［４－（メチルチ
オ）フェニル］－２－モルフォリノ－プロパノン－１等の芳香族ケトン、アルキルアント
ラキノン等のキノン類、ベンゾイソアルキルエーテル等のベンゾインエーテル化合物、ベ
ンゾイン、アルキルベンゾイン等のベンゾイン化合物、ベンジルジメチルケタール等のベ
ンジル誘導体、２－（ｏ－クロロフェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾール二量体、
２－（ｏ－クロロフェニル）－４，５－ジ（メトキシフェニル）イミダゾール二量体、２
－（ｏ－フルオロフェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾール二量体、２－（ｏ－メト
キシフェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾール二量体、２－（ｐ－メトキシフェニル
）－４，５－ジフェニルイミダゾール二量体等の２，４，５－トリアリールイミダゾール
二量体、９－フェニルアクリジン、１，７－ビス（９，９’－アクリジニル）ヘプタン等
のアクリジン誘導体、Ｎ－フェニルグリシン、Ｎ－フェニルグリシン誘導体、クマリン系
化合物などが挙げられる。
【００６３】
　また、２つの２，４，５－トリアリールイミダゾールのアリール基の置換基は同一で対
象な化合物を与えてもよいし、相違して非対称な化合物を与えてもよい。
【００６４】
　また、密着性、解像度及び感度の見地、更には耐薬品性、光硬化後のレジスト膜物性の
見地からは、２，４，５－トリアリールイミダゾール二量体がより好ましい。これらは、
単独で又は２種類以上を組み合わせて使用される。
【００６５】
　前記（Ａ）成分としてのバインダーポリマーの配合量は、塗膜性と光硬化性のバランス
の見地から、（Ａ）成分及び（Ｂ）成分の総量１００重量部に対して、４０～８０重量部
であることが好ましく、５０～７０重量部であることがより好ましく、５５～６５重量部
であることが特に好ましい。この配合量が４０重量部未満では得られる感光性樹脂組成物
が塗膜性に劣る傾向があり、他方、８０重量部を超えると光硬化性が不充分となる傾向が
ある。
【００６６】
　前記（Ｂ）成分としての光重合性化合物の配合量は、（Ａ）成分及び（Ｂ）成分の総量
１００重量部に対して、２０～６０重量部であることが好ましく、３０～５０重量部であ
ることがより好ましく、３５～４５重量部であることが特に好ましい。この配合量が２０
重量部未満では光硬化性が不充分となる傾向があり、他方、６０重量部を超えると塗膜性
が悪化する傾向がある。
【００６７】
　前記（Ｂ）成分中、分子内にエチレングリコール鎖と炭素数３～６のアルキレングリコ
ール鎖からなる群から選択されるアルキレングリコール鎖とを少なくとも各々１つ有する
光重合性化合物の配合量は、（Ｂ）成分の総量を１００重量部として、１０～１００重量
部とすることが好ましく、２５～７５重量部とすることがより好ましく、４０～６０重量
部とすることが特に好ましい。この配合量が、１０重量部未満ではテント信頼性が不充分
となる傾向がある。
【００６８】
　前記（Ｃ）成分としての光重合開始剤の配合量は、感度と解像度のバランスの見地から
、（Ａ）成分及び（Ｂ）成分の総量１００重量部に対して、０．０１～２０重量部である
ことが好ましく、０．０１～１０重量部であることがより好ましく、０．０１～５重量部
であることが特に好ましく、０．０５～４重量部であることが非常に好ましく、０．１～
３重量部とすることが極めて好ましい。この配合量が０．０１重量部未満では感度が不充
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分となる傾向があり、他方、２０重量部を超えると解像度が悪化する傾向がある。
【００６９】
　前記感光性樹脂組成物には、必要に応じて、分子内に少なくとも１つのカチオン重合可
能な環状エーテル基を有する光重合性化合物、カチオン重合開始剤、マラカイトグリーン
等の染料、トリブロモフェニルスルホン、ロイコクリスタルバイオレット等の光発色剤、
熱発色防止剤、ｐ－トルエンスルホンアミド等の可塑剤、顔料、充填剤、消泡剤、難燃剤
、安定剤、密着性付与剤、レベリング剤、剥離促進剤、酸化防止剤、香料、イメージング
剤、熱架橋剤などを（Ａ）成分及び（Ｂ）成分の総量１００重量部に対して各々０．０１
～２０重量部程度含有することができる。これらは単独で又は２種類以上を組み合わせて
使用される。
【００７０】
　前記感光性樹脂組成物は、必要に応じて、メタノール、エタノール、アセトン、メチル
エチルケトン、メチルセロソルブ、エチルセロソルブ、トルエン、Ｎ，Ｎ－ジメチルホル
ムアミド、プロピレングリコールモノメチルエーテル等の溶剤又はこれらの混合溶剤に溶
解して固形分３０～６０重量％程度の溶液として塗布することができる。
【００７１】
　前記感光性樹脂組成物は、特に制限はないが、銅、銅系合金、鉄、鉄系合金等の金属面
上に、液状レジストとして塗布して乾燥後、必要に応じて保護フィルムを被覆して用いる
か、感光性エレメントの形態で用いられることが好ましい。
【００７２】
　また、感光性樹脂組成物層の厚みは、用途により異なるが、乾燥後の厚みで１～１００
μｍ程度であることが好ましい。液状レジストに保護フィルムを被覆して用いる場合は、
保護フィルムとして、ポリエチレン、ポリプロピレン等の重合体フィルムなどが挙げられ
る。
【００７３】
　上記感光性エレメントは、例えば、支持体として、ポリエチレンテレフタレート、ポリ
プロピレン、ポリエチレン、ポリエステル等の重合体フィルム上に感光性樹脂組成物を塗
布、乾燥することにより得ることができる。上記塗布は、例えば、ロールコータ、コンマ
コータ、グラビアコータ、エアーナイフコータ、ダイコータ、バーコータ等の公知の方法
で行うことができる。また、乾燥は、７０～１５０℃、５～３０分間程度で行うことがで
きる。また、感光性樹脂組成物層中の残存有機溶剤量は、後の工程での有機溶剤の拡散を
防止する点から、２重量％以下とすることが好ましい。
【００７４】
　これらの重合体フィルムの厚みは、１～１００μｍとすることが好ましい。これらの重
合体フィルムの一つは感光性樹脂組成物層の支持体として、他の一つは感光性樹脂組成物
の保護フィルムとして感光性樹脂組成物層の両面に積層してもよい。保護フィルムとして
は、感光性樹脂組成物層及び支持体の接着力よりも、感光性樹脂組成物層及び保護フィル
ムの接着力の方が小さいものが好ましく、また、低フィッシュアイのフィルムが好ましい
。
【００７５】
　また、前記感光性エレメントは、感光性樹脂組成物層、支持体及び保護フィルムの他に
、クッション層、接着層、光吸収層、ガスバリア層等の中間層や保護層を有していてもよ
い。
【００７６】
　前記感光性エレメントは、例えば、そのまま又は感光性樹脂組成物層の他の面に保護フ
ィルムをさらに積層して円筒状の巻芯に巻きとって貯蔵される。なお、この際支持体が１
番外側になるように巻き取られることが好ましい。上記ロール状の感光性エレメントロー
ルの端面には、端面保護の見地から端面セパレータを設置することが好ましく、耐エッジ
フュージョンの見地から防湿端面セパレータを設置することが好ましい。また、梱包方法
として、透湿性の小さいブラックシートに包んで包装することが好ましい。上記巻芯とし
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ては、例えば、ポリエチレン樹脂、ポリプロピレン樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリ塩化ビ
ニル樹脂、ＡＢＳ樹脂（アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン共重合体）等のプラス
チックなどが挙げられる。
【００７７】
　上記感光性エレメントを用いてレジストパターンを製造するに際しては、前記の保護フ
ィルムが存在している場合には、保護フィルムを除去後、感光性樹脂組成物層を７０～１
３０℃程度に加熱しながら回路形成用基板に０．１～１ＭＰａ程度（１～１０ｋｇｆ／ｃ
ｍ２程度）の圧力で圧着することにより積層する方法などが挙げられ、減圧下で積層する
ことも可能である。積層される表面は、通常金属面であるが、特に制限はない。
【００７８】
　このようにして積層が完了した感光性樹脂組成物層は、ネガ又はポジマスクパターンを
通して活性光線が画像状に照射される。上記活性光線の光源としては、公知の光源、例え
ば、カーボンアーク灯、水銀蒸気アーク灯、高圧水銀灯、キセノンランプ等の紫外線、可
視光などを有効に放射するものが用いられる。
【００７９】
　次いで、露光後、感光性樹脂組成物層上に支持体が存在している場合には、支持体を除
去した後、アルカリ性水溶液、水系現像液、有機溶剤等の現像液によるウエット現像、ド
ライ現像等で未露光部を除去して現像し、レジストパターンを製造することができる。
【００８０】
　上記アルカリ性水溶液としては、例えば、０．１～５重量％炭酸ナトリウムの希薄溶液
、０．１～５重量％炭酸カリウムの希薄溶液、０．１～５重量％水酸化ナトリウムの希薄
溶液等が挙げられる。上記アルカリ性水溶液のｐＨは９～１１の範囲とすることが好まし
く、その温度は、感光性樹脂組成物層の現像性に合わせて調節される。また、アルカリ性
水溶液中には、表面活性剤、消泡剤、有機溶剤等を混入させてもよい。上記現像の方式と
しては、例えば、ディップ方式、スプレー方式、ブラッシング、スラッピング等が挙げら
れる。
【００８１】
　現像後の処理として、必要に応じて６０～２５０℃程度の加熱又は０．２～１０Ｊ／ｃ
ｍ２程度の露光を行うことによりレジストパターンをさらに硬化して用いてもよい。現像
後に行われる金属面のエッチングには、例えば、塩化第二銅溶液、塩化第二鉄溶液、アル
カリエッチング溶液等を用いることができる。
【００８２】
　本発明の感光性エレメントを用いてプリント配線板を製造する場合、現像されたレジス
トパターンをマスクとして、回路形成用基板の表面を、エッチング、めっき等の公知方法
で処理する。上記めっき法としては、例えば、銅めっき、はんだめっき、ニッケルめっき
、金めっきなどがある。
【００８３】
　次いで、レジストパターンは、例えば、現像に用いたアルカリ性水溶液よりさらに強ア
ルカリ性の水溶液で剥離することができる。上記強アルカリ性の水溶液としては、例えば
、１～１０重量％水酸化ナトリウム水溶液、１～１０重量％水酸化カリウム水溶液等が用
いられる。上記剥離方式としては、例えば、浸漬方式、スプレイ方式等が挙げられる。ま
た、レジストパターンが形成されたプリント配線板は、多層プリント配線でもよく、小径
スルーホールを有していてもよい。
【実施例】
【００８４】
　以下、本発明を実施例及び比較例に基づいてより具体的に説明するが、本発明は以下の
実施例に限定されるものではない。
【００８５】
　実施例１～７及び比較例１～６
　表１～表６に示す材料（（Ａ成分）、（Ｂ成分）、（Ｃ成分）、添加剤及び溶剤）を配
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【００８６】
【表１】

【００８７】
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【表２】

【００８８】
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【表３】

【００８９】
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【００９０】
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【表５】

【００９１】
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【表６】

【００９２】
　なお、表２、表４及び表６において使用した（Ｂ）成分を以下に示す。
＊１：前記一般式（ＩＩ）において、Ｒ＝メチル基、ｍ３＝６（平均値）、ｎ２＋ｎ３＝
１２（平均値）であるビニル化合物（日立化成工業（株）製、商品名ＦＡ－０２４Ｍ、分
子量１２８２、炭素数２～６のアルキレングリコールのユニット数１８）
＊２：前記一般式（ＩＶ）において、Ｒ＝メチル基、ｍ５＋ｍ６＝１６（平均値）、ｎ５

＋ｎ６＝５（平均値）であるビニル化合物（日立化成工業（株）製、サンプル、分子量１
３５８、炭素数２～６のアルキレングリコールのユニット数２１）
＊３：前記一般式（Ｉ）において、Ｒ＝メチル基、ｍ１＋ｍ２＝４（平均値）、ｎ１＝１
２（平均値）であるビニル化合物（日立化成工業（株）製、商品名ＦＡ－０２３Ｍ、分子
量１１９４、炭素数２～６のアルキレングリコールのユニット数１６）
＊４：前記一般式（ＩＩＩ）において、Ｒ＝メチル基、ｍ４＝６（平均値）、ｎ４＝１２
（平均値）であるビニル化合物（日立化成工業（株）製、サンプル、分子量１２８２、炭
素数２～６のアルキレングリコールのユニット数１８）
【００９３】
　次いで、ナイフコート法を用い、上記で得られた感光性樹脂組成物の溶液を１９μｍ厚
のポリエチレンテレフタレートフィルム（製品名Ｇ２－１９、帝人（株）製）上に均一に
塗布し、１００℃の熱風対流式乾燥機で１０分間乾燥して感光性エレメントを得た。感光
性樹脂組成物層の乾燥後の膜厚は、４０μｍであった。
【００９４】
　次いで、銅箔（厚さ３５μｍ）を両面に積層したガラスエポキシ材である銅張積層板（
日立化成工業（株）製、商品名ＭＣＬ－Ｅ－６７９）の銅表面を、＃６００相当のブラシ
を持つ研磨機（三啓（株）製）を用いて研磨し、水洗後、空気流で乾燥させ、得られた銅
張積層板を８０℃に加温した後、上記で得られた感光性エレメントを用いて、銅表面上に
前記感光性樹脂組成物の層を１１０℃、０．４ＭＰａでラミネートした。
【００９５】
　ラミネート後、銅張積層板を冷却し、銅張積層板の温度が２３℃になった時点で、ポリ
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エチレンテレフタレート面にフォトツール（ストーファーの２１段ステップタブレットと
ライン幅／スペース幅が３０μｍ／４００μｍ～２００μｍ／４００μｍの配線パターン
を有するフォトツール）を密着させ、（株）オーク製作所製露光機（型式ＨＭＷ－２０１
ＧＸ、５ｋＷ超高圧水銀灯）を用い、ストーファーの２１段ステップタブレットの現像後
の残存ステップ段数が８．０となるエネルギー量で露光した。
【００９６】
　露光後、室温で１５分間放置し、続いて銅張積層板からポリエチレンテレフタレートフ
ィルムを剥がし、３０℃、１．０重量％の炭酸ナトリウム水溶液をスプレーすることによ
り現像した。現像後、ライン幅／スペース幅が１００μｍ／４００μｍのパターン部を走
査型電子顕微鏡を用いて観察し（３００倍）、レジストと銅面との界面部分のレジスト壁
の空洞発生面積を測定した。レジスト壁の空洞発生面積をマウスバイト率とし、結果を表
７に記載した。なお、マウスバイト率が小さい程レジスト形状は良好であることを示す。
【００９７】
　また、テント信頼性は以下の手順により評価を行った。１．６ｍｍ厚の銅張積層板に３
．０ｍｍφ、３．５ｍｍφ、４．０ｍｍφ、４．５ｍｍφ、５．０ｍｍφ、５．５ｍｍφ
、６．０ｍｍφの穴が各２４穴明いた基材に、前記感光性エレメントを両面にラミネート
し（１１０℃、０．４ＭＰａ）、上記エネルギー量（現像後の残存ステップ段数が８．０
となる露光量）で露光を行い、６０秒間の現像（３０℃、１．０重量％の炭酸ナトリウム
水溶液をスプレーした）を２回行った。現像後、３．０ｍｍφ、３．５ｍｍφ、４．０ｍ
ｍφ、４．５ｍｍφ、５．０ｍｍφ、５．５ｍｍφ、６．０ｍｍφの穴の部分の感光性樹
脂組成物層の破れ数を測定した。そして、穴の部分の感光性樹脂組成物層の破れ数からテ
ント破れ率（下記数式（１））を測定し、結果を表７に記載した。なお、テント破れ率が
小さい程テント信頼性に優れることを示す。
【数１】

【００９８】
　更に、剥離性は以下の手順により評価を行った。銅箔（厚さ３５μｍ）を両面に積層し
たガラスエポキシ材である銅張積層板（日立化成工業（株）製、商品名ＭＣＬ－Ｅ－６７
９）の銅表面を、＃６００相当のブラシを持つ研磨機（三啓（株）製）を用いて研磨し、
水洗後、空気流で乾燥させ、得られた銅張積層板を８０℃に加温した後、上記で得られた
感光性エレメントを用いて、銅表面上に前記感光性樹脂組成物の層を１１０℃、０．４Ｍ
Ｐａでラミネートした。
【００９９】
　ラミネート後、銅張積層板を冷却し、銅張積層板の温度が２３℃になった時点で、フォ
トツールを使用せずに（株）オーク製作所製露光機（型式ＨＭＷ－２０１ＧＸ、５ｋＷ超
高圧水銀灯）を用い、ストーファーの２１段ステップタブレットの現像後の残存ステップ
段数が８．０となるエネルギー量で露光した（全面露光）。
【０１００】
　露光後、室温で１５分間放置し、続いて銅張積層板からポリエチレンテレフタレートフ
ィルムを剥がし、３０℃、１．０重量％の炭酸ナトリウム水溶液をスプレーすることによ
り現像した。現像後の基材を７０ｍｍ×５０ｍｍ角のサイズに切断し、剥離性評価サンプ
ルを作製した。剥離性評価サンプルを５０℃、３重量％水酸化ナトリウム水溶液にビーカ
ー浸漬し、銅面から剥離した感光性樹脂組成物層を３０秒間スターラー撹拌した後の形状
を観察した。銅面から感光性樹脂組成物層が剥離する際の形状（サイズ）を剥離片形状と
し、結果を表７に記載した。なお、剥離片形状が小さい程剥離性が優れることを示す。
【０１０１】



(23) JP 4983985 B2 2012.7.25

10

20

30

40

【表７】

【０１０２】
　表７に示した結果から明らかなように、比較例１及び２で使用された感光性樹脂組成物
は、テント信頼性が悪いものであった。また、比較例３で使用された感光性樹脂組成物は
、剥離性が悪いものであった。更に、比較例４及び６で使用された感光性樹脂組成物は、
レジスト形状及びテント信頼性が共に悪いものであった。更にまた、比較例５で使用され
た感光性樹脂組成物は、テント信頼性及び剥離性が共に悪いものであった。
【０１０３】
　これに対し、実施例１～７で使用された感光性樹脂組成物は、レジスト形状、テント信
頼性及び剥離性が共に優れるものであった。
【産業上の利用可能性】
【０１０４】
　産業上の利用可能性 以上説明したとおり、本発明の感光性樹脂組成物及び感光性エレ
メントによれば、レジスト形状、テント信頼性及び剥離性の全てについてバランス良く高
水準な特性を達成することが可能となる。従って、本発明の感光性樹脂組成物及び感光性
エレメントは、プリント配線の高密度化及びプリント配線板製造の自動化に有用なもので
ある。
【０１０５】
　また、本発明のレジストパターンの製造法及びプリント配線板の製造法によれば、レジ
スト形状、テント信頼性及び剥離性の全ての特性がバランス良く優れている上記本発明の
感光性樹脂組成物又は感光性エレメントを用いるため、プリント配線の更なる高密度化及
びプリント配線板製造のより効率的な自動化が可能となる。
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